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屋内前

秋の気配か日増しに強くなる 9月下旬、市内の小学校で、は一斉に運動会が行われました。今年は、運動会の

予定されていた日曜日が、いずれも雨降りとなったため、競技を途中で中止した小学校がほとん どだったよう

で、後日改めて運動会を開いて残りの競技を行いました。子供たちは、お父さんやお母さんの声援を受けなが

ら、かけっこや綱引き、大玉送りなどに力いっぱい頑張りました。 (写真=9月30日、中塩田小学校での運動会) 八九 f
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市民と市長の日

「市民と市長の日 」を 11月1日

幽午前 9時か ら正午ま て¥市役所

3階市長室で行いま す。

農地問題相談日

「農地問題相談」を 11月1日(剣

午前 8時30分か ら午後 5時まで、

市 役 所 2階農業委員会事務局てf丁

います。
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市
内
で
は
現
在
、
三
つ
の
公
園
を
整
備
す
る
事
業

が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
「
市
民
の
森
公
園
」
に
は
、

上
小
地
方
て
は
初
め
て
の

パ
イ
ヒ
ン
ク
リ
ン
ク
に
よ

る
本
格
的
な
ス
ケ
ー
ト
場
を
、
十
二
月
十
五
日
の
オ

ー
プ
ン
を
目
指
し
て
建
設
中
で
す
。
来
春
完
成
の
「
別

所
公
園
」
は
別
所
温
泉
街
の
活
性
化
な
ど
を
ね
ら
い

と
し
て
お
り
、
「
長
池
公
園
」
は
創
造
館
の
隣
接
地
に

来
年
度
完
成
す
る
予
定
で
す
。

え

スケート場は12月オーブン

つ広報

温
泉
街
の
活
性
化
に

豊
殿
地
区
の
「
市
民
の
森
公
園
」

で
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
建
設
が
十
二

月
十
五
日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て

急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
上
田
市
・
東
部
町
・

真
田
町
の
三
市
町
が
共
同
で
建
設
す

る
も
の
で
、
上
小
地
方
で
は
初
め
て

の
パ
イ
ピ
ン
グ
リ
ン
ク
に
よ
る
本
格

的
な
ス
ケ
ー
ト
場
で
す
。
敷
地
面
積

は
約
八
千
二
百
五
十
平
方

μ
あ
り

一
周
二
百
灯
の
ス
ピ
ー
ド
リ
ン
ク
と
、

そ
の
内
側
に
は
六
十

μ
×
三
十
灯
の

大
衆
リ
ン
ク
(
初
心
者
用
リ
ン
ク
)
、

そ
れ
に
管
理
棟
や
機
械
棟
を
設
け
ま

す
。
事
業
費
は
、
約
四
億
八
千
五
百

万
円
の
予
定
で
す
。

上
小
地
方
に
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
が

な
い
た
め
、
こ
れ
ま
で
小
・
中
学
校

配置図「市民の森公園」

第 1グランド
(59年度)

で
は
水
田
や
た
め
池
な
ど
の
天
然
リ

ン
ク
で
ス
ケ
ー
ト
の
練
習
を
し
た
り
、

軽
井
沢
の
ス
ケ
ー
ト
場
ま
で
出
か
け

て
い
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の

建
設
は
、
長
年
の
夢
で
も
あ
っ
た
だ

け
に
、
完
成
す
れ
ば
家
族
連
れ
な
ど

で
に
ぎ
わ
い
そ
う
で
す
。
な
お
、
今

年
の
ス
ケ
ー
ト
場
の
開
設
期
間
は
、

十
二
月
十
五
日
か
ら
二
月
末
日
ま
で

の
予
定
で
す
。

。
、?

市
で
は
、
「
市
民
の
森
公
園
」
を
年

聞
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る

公
園
に
し
よ
う
と
、
昭
和
五
十
八
年

度
か
ら
五
年
計
画
で
整
備
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
五
十
八
年

度
に
は
全
天
候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

四
面
、
五
十
九
年
度
に
は
野
球
や
サ

ッ
カ
ー
な
ど
が
で
き
る
多
目
的
グ
ラ

ン
ド
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
ス
ケ
ー
ト
場
の
ほ
か
、

駐
車
場
の
拡
張
と
園
路
を
整
備
し
ま

す
。
ま
た
、
六
十
一
年
度
日
は
チ
ビ

ツ
コ
広
場
と
野
外
劇
場
、
六
十
二
年

度
は
体
育
館
と
遊
歩
道
を
建
設
す
る

礼
叫
拡
凹
杯
、
4
1
0
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温
泉
街
の
活
性
化
に

市
が
、
昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
別

所
温
泉
北
側
の
幕
宮
地
籍
に
建
設
を

進
め
て
い
る
「
別
所
公
園
」
は
、
来

与
に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
公
園
は
、
地
域
住
民
の
健
康

地
進
と
別
所
温
泉
街
の
活
性
化
を
ね

ら
い
と
し
て
お
り
、
温
泉
街
か
ら
歩

い
て
七

i
八
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
幕

宮
池
を
中
心
に
各
種
施
設
を
整
備
し

ま
す
。
商
防
相
は
約
十
・
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
り
、
総
事
業
費
は
約
二
億
一
千

八
百
万
円
の
予
定
で
す
。

す
で
に
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
は

野
球
や
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
な
ど
が
で
き

る
向
由
広
場
、
公
園
の
中
央
部
を
走

る
二
百
三
十

μ
の
園
路
が
完
成
。
五

ト
九
年
度
は
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
四
面

と
子
供
の
広
場
、
駐
車
場
な
ど
を
整

備
し
・
ま
し
た
。
子
供
の
広
場
に
は
、

長
さ
約
四
十
れ
も
あ
る
大
型

ロ
ー
ラ

ー
式
滑
り
台
や
タ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
な
ど
の
遊
具
を
備
え
て
あ
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
池
の
周
囲
に
約
千
三

百
灯
の
遊
歩
道
を
設
け
る
ほ
か
、
あ

ず
ま
屋
、

シ
ョ
ウ
ブ
園
、
桜
の
広
場

な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

だえつ一 (3)一一一昭和60年10月16日 広 報

別所公園
男IJ

申所
不公

極圏

創造館の利用者も

倉
升
地
籍
の
長
池
跡
地
で
は
、
「
長

池
公
園
」
の
整
備
事
業
が
来
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
、
現
在
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

長
池
公
園
は
、
市
街
地
か
ら
南
西

約
三
キ
ロ
灯
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
近

在
は
最
近
、
商
業
地
域
化
、
市
街
地

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
公
園
の

西
隣
り
に
は
、
上
小
広
域
圏
の
文
化

中
核
施
設
「
創
造
館
」
(
来
年
一
月
に

開
館
予
定
)
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公

園
が
完
成
す
れ
ば
近
隣
住
民
は
も
ち

ろ
ん
、
創
造
館
に
集
ま
る
人
々
に
も

手
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の

す
c

ま
た
、
六
十
一
年
度
日
は
チ
ビ

ツ
コ
広
場
と
野
外
劇
場
、
六
十
二
年

度
は
休
育
館
と
遊
歩
道
を
建
設
す
る

計
画
で
す
。

長池公園案内図会、
と
思
わ
れ
ま
す
。

面
積
は
約
一
・
一
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ

り
、
総
事
業
費
は
約
二
億
一
千
七
百

万
円
。
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
六
十

一
年
度
ま
で
の
三
ヶ
年
事
業
で
進
め

て
い
ま
す
。

ま
ず
、
五
十
九
年
度
は
、
滑
り
台

や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
が
備
わ
っ

た
プ
レ
イ
ロ
ッ
ド
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

休
憩
な
ど
に
利
用
で
き
る
修
景
施
設

を
は
じ
め
、
小
川
や
遊
歩
道
な
ど
を

完
成
き
せ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
六

十
一
年
度
は
、
芝
生
広
場
や
植
栽
な

ど
の
整
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。



優
生 良
産曲
性宮
の叩

を
高躍
し、 zz

喜t
を

優
良
農
地
を
確
保
し
、
農
地
の
流

動
化
を
促
進
す
る
た
め
、
全
国
的
に

「農
地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
運
動
」

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
田
市
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の

運
動
が
全
市
的
に
推
進
さ
れ
る
よ
う

「
農
地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
申
し

合
わ
せ
」
を
始
め
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
や

推
進
対
策
を
決
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん

農地を守り有効利用する

申し合わせ

昭和60年 10月 4日

上田市農業委員会

り
の

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

①
農
地
は
農
家
に
と
っ
て
大
切
な
も

の
で
す
。
荒
さ
ず
有
効
利
用
を
進

め
よ
う
。

②
農
地
の
流
動
化
と
高
度
利
用
で
担

い
手
の
規
模
拡
大
を
図
ろ
う
。

③
集
落
機
能
を
生
か
し
た
地
域
農
業

集
団
で
活
力
あ
る
「
む
ら
づ
く
り
」

を
進
め
よ
う
。

④
地
域
農
業
の
見
直
し
と
、
土
地
利

用
秩
序
の
確
立
を
図
ろ
う
。

実
施
推
進
対
策

①
農
地
を
守
り
有
効
利
用
す
る
農
業

委
員
会
の
申
し
合
わ
せ
(
別
記
)

②
農
地
流
動
化
促
進
月
聞
の
設
定

l

十
月
か
ら
十
二
月
を
農
地
流
動
化

促
進
月
間
と
し
、
流
動
化
推
進
員

に
よ
る
農
地
の
流
動
化
を
促
進
す

ヲ匂
。

農地は、我々の先祖が幾多の苦難を乗り越え、拓

き育ててき た財産です。この限られた財産を守り、

1有効に利用することは、郷土を愛し、健康で豊かな

|生活を望む市民の願いです。

適切に管理きれた肥沃の農地を子孫の繁栄のため

|山き継くことは、現在に生きる我々の使命です。

しかし、内外ともに厳しい農業情勢のなかにあっ

て、兼業化の進展、農業労働力の高齢化、後継者難

など労働力不足のために地力は低下し、農地が荒廃

しつつあ ることは憂膚、に耐えません。

|よって、 ここに農業と他産業の均衡ある発展と住

民の生活向上の観点から農地を守り、有効利用を促

進するため、下記事項を推進するこ とを申し合わせ

するものです。

記

遊休荒廃農地の実態を把握し、その解消対策を

推進する 。

2 農地の流動化を進め、中核農家の育成を図る 。

優良農地を確保するため、農地法を遵守し、無

断転用をなくす。

歳
代
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
低
下
し
始

め
て
い
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
疲
労

が
回
復
し
ま
せ
ん。

こ
れ
が
ス
ト
レ

活
の
し
か
た
を
変
え
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
仕
事
一
筋
の
生
活
か
ら
、
少

し
ゆ
と
り
を
も

っ
た
生
活
に
変
え
て

一
戦
没
者
の
遺
族
の
方
々
へ

一
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
一

国
で
は
、
終
戦
四
十
周
年
に
あ
た

一

一
り
、
戦
没
者
の
遺
族
の
方
々
に
対
し
一

一
て
、
改
め
て
弔
慰
の
誠
を
表
す
た
め
一

一
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。
一

〈
遺
族
の
範
囲
と
順
位
v

昭
和
六
十
年
四
月
一
日
現
在
で
、

一
同
一
戦
没
者
の
死
亡
に
関
し
公
務
扶
一

一
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
を
一

一
有
す
る
人
が
い
な
い
場
合
で
、
次
に
一

一
掲
げ
る
人
。

戦
没
者
の
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

一
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
お
よ
び
一

一
こ
れ
ら
の
人
以
外
の
三
親
等
以
内
の
一

一
親
族
の
順
位
に
よ
る
先
順
位
者
に
支
一

一
給
さ
れ
ま
す
。

〈
支
給
対
象
者
〉

一
①
前
回
特
別
弔
慰
金
受
給
者

一
②
前
回
特
別
弔
慰
金
受
給
者
以
外
の一

人

一

一
③
従
来
の
特
別
弔
慰
金
が
時
効
に
よ

一

り
受
給
権
を
失
っ
た
人

一
④
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以
後
の
一

死
亡
者
の
遺
族
で
弔
慰
金
未
受
給
一

屯
台
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:会jュ~豆函
三 三司

推進す

2 農地

3 優良

断転用

農I也

き育て

有効に

生活を

適切l

に引き

しか

て、兼

など労

しつつ

ょっ

民の生

進する

するも

の康
管
理

ス
ト
レ
ス
と
成
人
病

だえつ一(5)一一一昭和60年10月16日 広 報

今
回
は
、
働
き
盛
り
の
健
康
|

ス
ト
レ
ス
と
成
人
病

l

に
つ
い
て

で
す
。あ

な
た
の
一
日
は
?

最
初
に
、
皆
さ
ん
に
質
問
を
し
ま

す
。
あ
な
た
の
一
日
の
生
活
を
振
り

返
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
朝
、
気
分
よ
く
目
が
党
め
ま
し
た

品
M

②
朝
食
は
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

し
た
か

③
朝
、
お
通
じ
が
気
持
ち
よ
く
出
ま

し
た
か

④
気
分
よ
く
仕
事
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
か

⑤
仕
事
の
能
率
は
ど
う
で
し
た
か

⑥
今
日
の
仕
事
は
、
す
べ
て
片
づ
き

ま
し
た
か

⑦
夕
食
は
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま

し
た
か

⑧
今
日
、
一
日
を
快
適
に
過
ご
せ
ま

し
た
か

⑨
午
後
十
時
を
過
ぎ
る
と
眠
む
く
な

り
ま
し
た
か

き
て
、
い
か
が
で
し
た
か
。
全
て

「
は
い
」
と
答
え
ら
れ
た
方
は
、
心

身
共
に
健
康
な
状
態
に
あ
る
と
言
え

ま
す
が
、
「
ど
う
も
目
覚
め
が
悪
く
て
」

と
か
「
食
事
が
お
い
し
く
な
く
て
」

と
言
う
方
は
要
注
意
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で

働
き
盛
り
の
年
齢
、
特
に
四
十
歳

を
過
ぎ
る
と
職
場
な
ど
で
は
中
心
的

な
立
場
に
な
り
、
仕
事
が
忙
し
く
て

体
を
休
め
た
り
、
気
分
転
換
を
す
る

余
裕
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
体
力
は
二
十

歳
代
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
低
下
し
始

め
て
い
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
疲
労

が
回
復
し
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
ス
ト
レ

ス
と
な
っ
て
、
体
に
い
ろ
い
ろ
な
病

気
を
起
こ
し
ま
す
。

特
に
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
が
原

因
で
起
こ
る
病
気
に
は
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

本
態
性
高
血
圧
、
気
管
支
ぜ
ん
そ

く
、
肥
満
症
、
十
二
指
腸
か
い
よ
う
、

片
頭
痛
、
腰
痛
、
円
形
脱
毛
症
、
多

汗
症
、
月
経
困
難
症
、
眼
精
疲
労
な

ど
で
す
。
精
神
的
ス
ト
レ
ス
だ
け
で

病
気
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を
除
く
こ
と

で
症
状
が
よ
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が

多
く
、
こ
の
様
な
病
気
を
「
心
身
症
」

と
い
い
ま
す
。

心
の
緊
張
を
取
る

心
身
症
の
治
療
は
、
病
気
の
治
療

と
合
わ
せ
て
心
の
緊
張
を
取
る
治
療

も
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の

様
な
病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

「
こ
こ
ろ
L

と
「
か
ら
だ
」
の
両
面

か
ら
自
分
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
「
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
最

も
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を

セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
生

活
の
し
か
た
を
変
、
え
る
と
い
、
7
こ
と

で
す
。
仕
事
一
筋
の
生
活
か
ら
、
少

し
ゆ
と
り
を
も
っ
た
生
活
に
変
、
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

①
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う

仕
事
か
ら
離
れ
て
、
身
も
心
も
打

ち
込
め
る
趣
味
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

②
時
に
は
無
心
に
な
り
ま
し
ょ
う

仕
事
を
忘
れ
て
、
大
き
な
声
で
歌

っ
た
り
す
る
こ
と
も
ス
ト
レ
ス
発
散

に
な
り
ま
す
。

③
心
の
不
満
を
は
き
出
し
ま
し
ょ
う

腹
が
立
っ
た
ら
怒
り
、
寂
し
い
時

に
は
寂
し
い
と
表
情
に
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
心
の
憂
き
を
吐
き
出
せ
る

人
(
家
族
で
も
、
友
人
で
も
よ
い
で

す
か
ら
)
、
良
い
相
談
相
手
を
持
ち
ま

'
し
ょ
、
っ
。

④
ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
し
ょ
う

ス
ポ
ー
ツ
は
、
気
分
転
換
に
役
立

つ
ば
か
り
で
な
く
、
体
力
が
つ
き
心

と
体
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、
生
活
が

楽
し
く
な
り
ま
す
。

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

生
活
が
物
質
面
で
豊
か
で
便
利
に

な
る
ほ
ど
、
精
神
面
で
も
ス
ト
レ
ス

が
多
く
な
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。
健
康

で
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
毎
日
が
送
れ

る
よ
う
、
あ
な
た
も
少
し
ゆ
と
り
を

も
っ
た
生
活
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

者死 i
亡 1
者ー
グ) :; 

遣王
族ー
てh 二

弔 j
尉 j

金 i
未 L
受 f
給 6

一
⑤
昭
和
五
十
四
年
四
月

J

日
か
ら
昭
-

和
六
十
年
三
月
三
十
-
日
ま
で
の
い

聞
の
年
金
な
ど
失
権
者
お
よ
び
同

期
間
内
に
弔
慰
金
の
み
の
受
給
者
一

一
⑥
日
華
事
変
ま
た
は
満
州
事
変
に
お
一

け
る
戦
没
者
の
遺
族
、
も
し
く
は
一

も
と
の
陸
海
軍
部
内
の
判
任
文
官
一

な
ど
で
特
別
弔
慰
金
未
受
給
者

〈

時

効

〉

一

特
別
弔
慰
金
は
、
昭
和
六
十
年
六
一

一
月
十
四
日
か
ら
三
年
以
内
に
請
求
を
一

一
行
わ
な
い
時
は
、
時
効
に
よ
り
権
利
一

一
が
消
滅
し
ま
す
。

〈
特
別
弔
慰
金
の
額
と
支
給
方
法
〉

特
別
弔
慰
金
の
額
は
三
十
万
円
で
、
一

一
十
年
償
還
(
無
利
子
)
の
記
名
国
債
…

一
で
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
償
還
金
一

一
の
支
払
い
は
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
一

一
七
十
年
ま
で
の
毎
年
六
月
十
五
日
で
一

一
す
。〈

請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど
〉

特
別
弔
慰
金
の
請
求
に
あ
た
っ
て
一

一
は
、
①
請
求
書
②
印
鑑
な
ど
届
出
書
一

一
③
現
況
申
立
書
④
請
求
者
の
戸
籍
抄
一

一
本
は
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
そ
一

一
の
他
必
要
に
応
じ
て
提
出
し
て
い
た
一

一
だ
く
書
類
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
遺
族
会
の
支
一

一
部
長
さ
ん
、
ま
た
は
社
会
課
高
齢
者
婦
一

一
人
係
(
宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8
)
一

一
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
一
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4

司
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
で
交
流

「
市
民
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が
十
月
六
日
、
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
福
祉
問
題
の
認
識
を
高
め
、
障
害

者
の
砕
き
ん
と
の
交
流
を
川
休
め
よ
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
会
場
で
は
、

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
心
身
障
害
者
の
作
品
展
示
、
産
地
直
売
コ

ー

ナ
ー
、
も
ち
つ
き
大
会

(
H
写
真
)
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
皆
さ
ん
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

えつ広報

街頭年金相談所を開設V

市や小諸社会保険事務所などでは、 10月6日に

イ卜ーヨーカドー上田居前の広場で「街頭年金相

談所」を開設しました。 この相談所は、来年 4月

に国民年金制度が変わることから、加入者の皆さ

んに年金制度を理解していただこうと聞いたもの

で、 73イ牛のキ目言炎カfありました。

知
っ
て
ま
す
か
検
察
審
査
会

b
R」「に
-
R
P
E同
に
主
コ
ヨ
九
l

砕
捗

ル

En-一足
A乗客の皆さん利用して

別所線電車存続期成同盟会は 9月27日、「電車の

乗客め皆さん利用して」と上回交通(附へコウモ リ

如何本を寄贈しました。同期成同盟会は、昭和57

h吟毎年コウモ リ傘を寄贈しており、その合計

はすでに600本にな っています。

長野大学で開学記念講演会
長野大学では、次により開学記念講演会を次に

より開催します。(入場無料)

と き・・・11月 3日(円)午後 1時-3時30分

とニろ・・・長野大学

内 容・・・処女作 'i尼の河」を上映した後、同映

画の小栗康平監督が「映画の文法」の

テーマで講演をします。

、暴力三ない運動、|こ御協力を

上田市から暴力を追放するため、三ない運動に

御協力ください。 (上田市暴力追放会議)

円暴力やし、やがらせを見たとき、被害を受けたと

きは、勇気を出して110番通報する 。

u債権の取り立てや商売上のもめごとに暴力団を

利用しない。
、暴力団が用心棒などを申し込んできても、拒否

する 。
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騒騒謹聴賜議

知
っ
て
ま
す
か
検
察
審
査
会

刑
事
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
検
察

官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
だ
け

裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
原

則
で
す
。
し
か
し
、
誤
っ
た
判
断
で

不
起
訴
に
な
っ
た
場
合
、
社
会
の
公

平
は
保
た
れ
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
と
き

に
、
そ
ん
な
誤
り
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

機
関
と
し
て
設
置
き
れ
た
の
が
「
検

察
審
査
会
」
で
す
。

61年4月から国民年金法が改正
国民年金法の改正に伴い、昭和61年 4月か らサラ リー

マンの奥きんは、すべて強制加入となります。

新制度での強制加入者は、次の 3種に分類されます。

l第 1号被保険者| 自営業者などが加入

l第 2号被保険者 | サラリーマンが加入

|第 3号被保険者 | サラリーマ ンの妻が加入

このため、現在国民年金に任意加入している方の「種

別の確認」が必要になります。 これは、第 1・第 2・第

3号被保険者それぞれに保険料の納め方が全く違うため

ていす。

サラリーマンの奥さん

検
察
審
査
員
は

名
)。
き
ら
に
、
そ
の
候
補
者
の
中
か

ら
審
査
会
事
務
局
で
、
「
く
じ
」
に
よ

っ
て
十
一
名
の
検
察
審
査
員
を
選
出

し
ま
す
。
任
期
は
六
か
月
で
す
。

選
出
さ
れ
た
ら

御
協
力
を

一
般
市
民
か
ら

選
挙
人
名
簿
か
ら

「
く
じ
」
で
日
名
を
選
出

検
察
審
査
会
は
、
十
一
名
の
審
査

員
で
組
織
き
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
審

査
員
の
選
び
方
は
、
ま
ず
選
挙
人
名

簿
を
も
と
に
、
「
く
じ
」
で
審
査
員
の

候
補
者
を
選
び
ま
す
(
六
十
一
年
度

の
上
田
市
の
割
り
当
て
は
百
七
十
一

保険料の支払い不要です
サラリーマンの夫に扶養されている奥さんは、第 3号

被保険者となり、保険料は夫が加入している厚生年金制

度から、国民年金制度にまとめて拠出されます。 このた

め、保険料を納める必要がなくなります。

ただし、所得があるため夫の被扶養配偶者になってい

ない奥さんは、第 1号被保険者となり、保険料を納めて

いただくことになります。

任意加入者は「現況届」の提出を

別所線電I

乗客の皆きノ

傘100本を寄

年から毎年

はすでに60C

i示
上回市か i

御協力 くだ
0暴力JゃいJ

きは、勇 4

Of員権の取

利用しな t

O暴力問が1
する。

---ー一一一一一

旨
」
の
通
知
書
が
届
き
ま
す
の
で
、

そ
の
手
続
き
に
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
き
ら
に
検
察
審
査
会
の
趣
旨

を
御
理
解
い
た
だ
き
、
進
ん
で
会
議

に
出
席
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

不
起
訴
に
も
光
る

正
し
い
審
査
の
目

マ:
長;

:ft上野j

j⑫団地j
:0 検方j

:0察裁i
:0審判 j
:3査所j

会上i
事田:
務支i
局部;

内:

検
察
審
査
候
補
者
に
選
ば
れ
た
皆

さ
ん
に
は
、
「
候
補
者
に
選
出
さ
れ
た

種別の確認方法は、「現況届」の用紙が10月末ごろ社会

保険庁から任意加入者に郵送されます。 この用紙に必要

事項を記入のうえ、健康保険証を添えて夫の勤務先の確

認を受け、市役所国民年金係または各支所の窓口へ提出

していただくことになります。

提出を忘れると種別の確認ができず、引き続き保険料

を納めていただくことになったり、将来、年金を受けら

れなくなったりしますので、御注意ください。

。現在、国民年金に任意加入している方…・・・

61年1月31固までに届け出てください

健康保険の被扶養者でない方は届け不要

*共済組合に加入している奥さんの届出は、共済年金法改正案成立後になります。

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711>

。現在、国民年金に任意加入していない万……

61年4月以降に届け出てください
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お知らせ
え

昭
和
臼
年
の
成
人
式

1
月
同
日
・
市
民
会
館
で

つ広報

青
少
年
標

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

上
田
市
・
上
田
市
教
育
委
員
会
で

は
、
昭
和
六
十
一
年
の
成
人
式
を
来

年
一
月
十
五
日
に
行
う
予
定
で
す
。

今
固
め
該
当
者
は
、
昭
和
四
十
年

四
月
二
日
か
ら
四
十
一
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
皆
さ
ん
で
す
。
上
田
市
に

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
、

後
日
案
内
状
を
差
し
上
げ
ま
す
。

来
年
の
成
人
式
は
次
の
と
お
り
で

す。と
き
・
:
昭
和
六
十
一
年
一
月
十
五

日
μ
v
f
叫
伎
戸
時
吋

=
d
L
l
b
H
H

t 尊R主義

L...:~尾崎

-除 4、

「信州上回の物産と観光農」ガ9月28
: 29目、姉妹都市鎌倉市で開かれ、上田名産

;の上田細、震民美術、りんこ ふとうなと

:の展示即売に人気ガ集まりましだ。まだ

:鎌倉駅前では、武者姿の真田十勇士ガ観光

: / '¥ンフしノットなどを配布しまし疋。

そ
の
他
・
:
学
生
な
ど
で
市
外
に
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
で
も
、
家

族
が
上
田
市
に
住
ん
で
い
て
出
席

を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
青
少
年

課
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
れ
ば
案
内

状
を
差
し
上
げ
ま
す
。

県
斤
建
築
管
理
課

8
0
2
6
2
⑨
0
1
1
1
 

長
野
県
増
改
築
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
行
委
員
会
で
は
、
建
設
省
、
長

野
県
、
上
田
市
な
ど
の
後
援
を
得
て

「
増
改
築
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
よ
り
よ
い
住

い
の
方
向
と
快
適
な
住
生
活
の
あ
り

ヤ
目
、
掛
川
百
時

E
a
f
丹
十

nゆ
臣
、
ル
江
主
u
附
岡
高
広
眠
時

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い

合
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
市
内
に
お
住
ま
い
の
婦
人

お
よ
び
市
内
の
事
業
所
に
お
勤
め

材
の
展
示
な
ど
、
住
み
よ
い
家
づ
く

り
の
た
め
の
最
近
の
情
報
を
一
堂
に

集
め
ま
す
。
ま
た
、
設
計
プ
ラ
ン
、

施
工
、
資
金
づ
く
り
、
住
宅
を
と
り

ま
く
法
律
相
談
な
ど
、
気
軽
に
お
答

え
で
き
る
各
種
相
談
所
も
開
設
し
ま

す。
多
く
の
皆
さ
ん
の
御
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

と

き

:
・
十
月
二
十
五
日
幽
か
ら
二

十
七
日
日
午
前
十
時
1
午
後
五
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
体
育
館

三
種
混
合
予
防
接
種

(
三
回
目
)

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

八
月
・
九
月
に
続
き
、
三
回
自
の

三
種
混
合
予
防
接
種
を
下
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る

皆
さ
ん
は
お
受
け
く
だ
さ
い
。
対
象

者
、
接
種
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、

八
月
一
日
付
の
「
広
報
う
え
だ
」
を

御
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
九
月
に
一
回
自
の
接
種
を

お
受
け
に
な
っ
た
子
供
さ
ん
も
、
予

備
日
ま
で
含
め
る
と
三
回
で
き
ま
す

出
り
れ
t

、、一1
二
1
二
)

定
員
:
そ
れ
ぞ
れ
三
十
名

受
講
料
・
:
無
料
(
た
だ
し
、
材
料
費

は
実
費
)

対
象
者
で
、
ま
だ
二
期
の
接
種
を
受

け
て
い
な
い
子
供
さ
ん
も
、
お
受
け

く
だ
さ
い
。

交
流
な
ど
を
行
う
二
泊
研
修
」
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

期
日
・
:
昭
和
六
十
年
十
月
か
ら
六

十
一
年
二
月
ま
で
毎
月
一
回
ず
っ

こ
泊
二
日
で
計
五
回
)

対
象
・
:
原
則
と
し
て
十
人
以
上
受

講
で
き
る
同
じ
団
体
の
婦
人

研
修
内
容
:
・
講
演
、
施
設
の
見
学
、

映
画
の
上
映
、
野
外
見
学
、
交
流

会
な
ど

受
講
料
・
:
無
料
(
た
だ
し
、
宿
泊
費
、

食
事
代
な
ど
は
受
講
者
が
負
担
)

募
集
定
員
・
:
一
回
五
十
人

応
募
期
間
・
:
開
講
の
十
日
前
ま
で

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
:
・
県
婦
人
総

ム
ロ
セ
ン
タ
ー

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

一
泊
研
修
の

受
講
者
を
募
集

県
婦
人
総
合
セ
ン
タ

J

E
0
2
6
6
⑫
5
7
8
3
 

県
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
(
岡
谷
市

南
宮
東
)
で
は
、
婦
人
の
地
位
と
福

祉
の
向
上
に
役
立
て
て
も
ら
う
た
め
、

婦
人
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、
学
習
、

対

60年度(前期)三種混合予防接種目程表

区-也
自
す
E

，
象名場

A 
Z 

第3期

第4期
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1i 

都
市
計
画
の

基
礎
調
査
に

御
協
力
を

都
市
計
画
標

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
5
4

市
で
は
、
都
市
計
両
区
域
の
人
口
、

産
業
分
知
別
の
就
業
人
口
の
規
悦
、

工
業
・
商
業
地
設
な
と
に
つ
い
て
の

「都
市
計
耐
の
法
礎
調
資
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
現
況
お
よ

え
ぴ
将
来
の
見
通
し
を
調
盆
し
、
都
市

計
両
の
見
直
し
を
進
め
る
う
え
で
の

、勺
Jー

ー
・
法
礎
資
料
と
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

幸
今
同
は
、
調
主
員
が
直
接
、
工
場

広
地
設
な
ど
を
訪
問
し
て
調
食
し
ま
す

一
の
で
、
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

一
し
ま
す
。

一
な
お
、
調
食
し
た
内
容
は
、
都
市

一
計
画
に
関
す
る
基
礎
資
料
以
外
に
は

口
H凶

使
用
し
ま
せ
ん
。

U
川nu 

年n
U
 

F
O
 

，kI
 

n
ヨ f三

働
く
婦
人
の
家

生
活
講
座
の

受
講
生
を
募
集

働
く
婦
人
の
家
君
⑫
2
9
8
8

働
く
婦
人
の
家
で
は
、
次
に
よ
り

築
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
フ
ェ
ア
で
は
、
よ
り
よ
い
住

い
の
方
向
と
快
適
な
住
生
活
の
あ
り

七
M

、

増
唱
訪
日帆車事

の
古川付
。雄
、

住
川目
吹
也
閥
岡
高
出
嬰
柑

生
活
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い

合
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者
・
:
市
内
に
お
佐
ま
い
の
婦
人

お
よ
び
一山
内
の
事
業
-
附
に
お
勤
め

の
婦
人

と
ニ
ろ
:
・働
く
婦
人
の
家
(
材
木
町

講 座 名 講 日市 月 日 時 間

社会生活と婦人の立 場 同平日教fì品t指4主主 白J~
10月24日(村 午 後 6時 -8時

いきいきと生きるためにー 斉藤 房 男きん

暮らしの中での更生と活用 子公品朗i
10月26日u:)

午後 1時30分
(針さし )材料'{y300円位 伊 倉 光子さん -3時30分

手軽にできる健康料理 栄 主主士
10月28日(月) 午後 6時 -8時

( 3品) 材料'1'(400問位 岩崎敬子さん
スポ ツインス トラクタ 10月29日(火) 午後 6時 8時

暮らしの中での健康づくり
久保田里子さん 10月31日(木) 午後 6時 -8時

薬剤師
11月 2日仕)

午後 1時30分
家庭の健康管理と薬草の知識

吉田 昭 =さん -3時30分

生
活
講
座
日
程
表

な
お
、
九
月
に
一
回
目
の
接
種
を

お
受
け
に
な
っ
た
子
供
さ
ん
も
、
予

備
日
ま
で
含
め
る
と
三
回
で
き
ま
す

の

で

、

お
且
ス
け
(
だ
き
い

。

二
畑
別
の

一
1
二
i
二
)

定

員

:
そ
れ
ぞ
れ
三
十
名

受
講
料
:
・
無
料
(
た
だ
し
、
材
料
費

は
実
費
)

申
込
方
法
:
・
働
く
婦
人
の
家
へ
電
話

な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
・
・
・
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

「
手
話
で
結
ぶ

友
の
集
い
」
を
開
催

上
小
手
話
サ
ー
ク
ル
事
務
局

官
⑫
6
1
0
0
(夜
間
)

長
野
県
手
話
サ
ー
ク
ル
連
絡
会
議

な
ど
で
は
、
「
手
話
で
結
ぶ
友
の
集
い
」

を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

県
下
か
ら
聴
力
障
害
者
や
手
話
を

学
習
し
て
い
る
仲
間
が
集
い
ま
す
。

手
話
と
は
何
か
を
知
る
良
い
機
会
で

す
の
で
、
大
勢
の
皆
き
ん
御
参
加
く

だ
さ
い
。

と
き
:
・
十
一
月
三
日
同
午
後
一
時

か
ら
、
同
四
日
間
午
前
九
時
か
ら

と
こ
ろ
・
:
上
田
高
校
同
窓
会
館

内
容
・
:
マ
三
日
は
開
会
式
典
、
講

演
会
「
魅
力
あ
る
手
話
落
語
」
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
マ

四
日
は
手
話
劇
、
ろ
う
あ
者
に
よ

る
大
鼓
演
奏
な
ど

刊月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時 。

。母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ハブラシ(1歳 6

か月児)をお 持ち くだ さい。 また、 1歳6か月児は赤ちゃん

手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちください。

~ 土器 健診 実施日 対 象 児

4か月児
11月5日 60年 6月16日 - 6月30日生

11月19日 60年 7月1日 - 7月15日生

10か月児
11月6日 59年12月16日 - 12月31日生

上田市保健センター 11月20日 60年 1月1日 - 1月15日生

(市役所南庁舎2階)
1 j義6か月児

11月7日 59年 4月16日 - 4月30日生

11月27日 59年 5月1日 - 5月15日生

3歳児
11月1日 57年10月1日 - 10月15日生

11月8日 57年10月16日 - 10月31日生

4か月児
11月12日

60年 6月16日 - 7月15日生 l

塩田母子健康センター
10か月児 59年12月16日-60年 1月15日生(塩田地区)
l歳6か月児 11月26日 59年 3月16日 - 5月15日生

4か月児 60年 6月16日 - 7月15日生
川西社会福祉センター

10か月児 11月13日 59年12月16日-60年 1月15日生
(川西地区)

l歳6か月児 59年 4月16日 - 5月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのおいで、は御遠慮、ください。
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建
設
業
退
職
金

共
済
融
資
の

御
利
用
を

建
股
喋
退
職
金
共
済
事
業
本
部

融
資
部
告

0
3
(
4
3
6
)
0
1
5
1

建
設
事
業
主
な
ど
が
福
利
厚
生
施

設
を
設
置

(購
入

)
す
る
場
合
、
建

設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
で
は
資

金
を
融
資
し
て
い
ま
す
。

〈
融
資
対
象
者
〉

①
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
て
い
る
事
業
主

②
構
成
員
(
事
業
主
)
の
過
半
数
が

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
に
加
入

し
て
い
る
法
人
格
を
有
す
る
事
業

主
団
体

〈
融
資
対
象
施
設
〉

労
働
者
住
宅
、
保
健
施
設
、
給
食

地
設
、
教
養
文
化
施
設

〈
貸
付
条
件
〉

限
度
額

1
施
設
の
設
置
を
ど
に
必
要

な
資
金
の
七
O
%
で
労
働
者
住
宅

五
千
万
円
、
そ
の
他
の
施
設
三
千

万
円
、
事
業
主
団
体
が
設
置
す
る

施
設
一
億
円

号

利

率

リ

七

・
一
%

川
町
償
還
期
限

l
十
五
年
以
内

(
う
ち
一

輔

品

川

信

ザ

川

u

m

巾
門
叫
開
書
血
州
知
同
問
}

えつ広報1 B 

F 

ご
と
の
元
金
均
等
償
還

職
員
(長

募看寿
集堅固
しさ1
与を

長
寿
園
事
務
局
宮
⑮

3
1
6
0

長
寿
閣
で
は
、
次
に
よ
り
職
員
(
看

護
婦
)
一
名
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
:
・
昭
和
二
十
六
年
一
月
一

日
か
ら
三
十

一
年
一
月
一

日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方

勤
務
条
件
:
・夜
間
、
早
出
、
休
祭
日

不用品登録情報A92 

な
ど
の
交
替
勤
務
が
で
き
、

通
勤

可
能
で
健
康
な
人

提
出
書
類
:
①
受
験
申
込
書
、
②
履

歴
書
、
③
住
民
票
、
④
健
康
診
断

書
、
⑤
資
格
証
明
書
(
看
護
婦
)

の
写
し
お
あ
は
長
寿
園
に
あ
り

ま
す
の
で
、
御
使
用
く
だ
さ
い
)

申
込
期
限
:
・
十
一
月
二
十
日
制

試
験
科
目
:
・
一
般
教
養
お
よ
び
面
接

試
験
日
と
場
所
・
:
申
込
者
に
お
っ

て

通
知
し
ま
す

申
込
先
:
・
干

3
8
6
l
u

上
田
市

大
字
別
所
温
泉
一

O
九
O

一

長
寿
園
事
務
局

活

す

~

い

紺

十

吠

生

七

時

供

車

υ

1

‘
・vT
車

九

日

ら

絡

吋

子

転

本

ジ

機

、↑、
…
ツ
転

ト

ブ

た

連

サ

-

-

明

拍

推

量

ソ

操

小
一
デ
抽

旬

以

3

湘
一
札
御
恥

津

津

月

月

鳩

山

v

悦
一
一
介
用
六
万

一
白
右
長

一
ま
こ

a
p

輪

動

児

児

濯

子

類

r

ゥ
プ
人
段
市
置
球
鳥
一
り
出
を

日
同
同
同
同
司
同
い
片
河
同
国
閣
同
比崎一対一社

円

円

円

円

円

円

い

円

円

円

い

円

円

。

一

動

お

j

ω
ω
ω
ω
ω
∞

合

ω
ω
ω
合

∞

∞

ぅ

一

引

へ

ま

O
戸

b
o
o
n
u
O

J
A
U
O
O

J
0

0

、

よ

-
z口
、
l
I
t

-

-

h

L
札

丸

臥

Ah
札
丸
山
臥

A
h
L
は
し
一
い
似
て

-一一目

1

言

2

1

品
ま
一
し
同
い

引

用
し
一
は
ゆ
っ

H

不
録
一
て

M
U

川
j

ん

い

る
登
一

:つ

川
引
〉

ト
「

)

力

き
も
-
ず
引

f

¥

m
.川
引

開

引

で
で
一
ゆ
⑫
凡
打

一

一

引

々

m
X枇

何
十
開

湖

ω一
紘

'T
N

A

L

院

、ッ
ャ
ド

ー1
一
心
判

-一
広
な
一
品
係
ラ
く

ん

ー、

久

的

‘

デ

イ

ー

紅

十

字

サ
礼
ん
一
い
活
ト
承

J

決

/

1

7

M

イ

十

ナ

7

瑞

。づ
射
斗
日
中
め
一
た
生
の
了

ふ

パ

エ

一

(

ツ

ツ

ク

ノ

飯

ぺ

t
ミ
、
小
:
り
課
後

御

一

デ

コ

ポ

内

切

パ

味

-ル

ク

川

境

介

で

A
刊

7

伊わい仁

川

環

憾

の

市

職

員

人

事

異

動

十
月
一
回
付

〈

部

長
v

マ
議
会
事
務
局
付
藤
城
信
一
(
議

会
事
務
局
長
)

マ

議

会

事

務
局
長

児
玉
久
保
(
市
民
税
課
長
)

〈
課
長
〉

マ
市
民
税
課
長
川
上
武
男
(
国
保

年
金

課

長

)

マ

上
小
地
域
広
域
行

政
事
務
組
合
創
造
館
準
備
室
長

小

池

毅
(
農
林
課
長
)
マ
国
保
年

金

課

長

飯

島

実

(

会

計

課

長

)

マ
農
林
課
長
深
井
武
雄
(
社
会
教

育
課
長

)

マ

会

計

課

長

鈴

木

秀

一
郎
(
西
部
公
民
館
長
)

マ

社
会

教

育

課

長

樋

口

稔

(
第
二
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

マ

西
部
公
民

館
長

塩

入

範

夫

(

川
西
支
所
長
)

マ

川

西

支

所

長

西

沢

久

(

資

産

税
係
長
)
マ
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長

山
越

昇
(
議
事
係
長
)

〈
係
長
〉

マ
戸
籍
住
民
記
録
係
長
(
補
佐
)

山
崎
慶
典

(
福
祉
課
庶
務
係
長
)

マ
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
次
長
(
補

佐
)
山
崎
静
男
(
保
育
課
施
設
係

長
)

マ
資
産
税
協
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